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f宵
極
的

は
葉
の
濁
立
性
が
害
さ

れ
る

が
ま日
き
も
の
tま
す
x:: 
て
之
を
排
除
す

る
と
共

夏

積
極
的

?主
其
の

1 )拙稿:中央銀行の濁立性に就いて(極海論叢第35繕第41虎); 
一一・中央銀行の政府貸上金に就いで(経済論議第25巻第3IDJt)参照

中
央
銀
行
自
費
行
準
備
に
就
い
て

ム.，、
ム，、
一」
ノ、

穴
問

第
三
十
七
巻

第
五
波

， 
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完 i

中
央
銀
行
の
議
行
準
備
に
就
い
て

4五:
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1
-
ミ
l

J

ド
H
J

草
山

ー

一

言

席

私
は
さ
き
に
中
央
銀
行
濁
立
性
の
問
題
を
繰
返
し
取
扱
つ
七
折
、
更
に
ま
七
同
一
の
親
角
よ
り
見
で
中
央
銀
行

の
後
行
準
備
は
、
中
央
銀
行
が
こ
れ
に
よ
っ
て
後
行
す
る
銀
行
券
接
行
の
形
式
と
相
侠
っ
て
、
中
央
銀
行
濁
立
性

の
理
論
並
に
政
策
に
封
し
、

一
の
重
大
な
る
閥
係
ぞ
有
つ
も
の
と
信
守
る
が
故
に
、
以
下
此
の
問
題
を
取
り
あ
げ

て
姑
〈
論
議
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

凡
そ
中
央
銀
行
の
濁
立
性
が
、
業
の
所
在
圃
経
済
の
異
の
後
展
に
削
し
て
認
め
ら
れ
ん
と
す
る
に
於
い
て
は
、

濁
立
性
に
基
〈
本
来
の
能
力
を
、
な
し
得
る
限
り
完
全
に
活
用
す
る
に
あ
る
乙
と
は
断
る
ま
で
も
な
い
。
然
忍
に

中
央
銀
行
の
か
〈
の
如
き
濁
立
性
に
基

t
能
力
は
、
其
の
賛
行
す
る
銀
行
券
な
る
手
段
を
通
じ
て
の
割
引
貸
付
を



以
っ
て
最
色
高
度
に
畿
揮
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
限
h
、
こ
こ
に
此
の
毅
券
機
構
の
中
心
た
る
業
の
後

行
準
備
な
る
も
の
に
閥
心
せ

F
る
べ
か
ら

4

さ
る
こ
と
は
、
こ
れ
亦
正
に
嘗
然
の
蹄
結
と
謂
は
ゴ
る
を
得
な
い
。

然
る
に
こ
の
繁
行
準
備
は
己
に
ま
た
屡
1
述
べ
る
機
舎
を
有
ち
た
る
が
如
〈
、
資
本
主
義
の
限
り
、
金
準
備
に

依
存
す
る
傾
向
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
徒
っ
て
、
然
る
限
り
、
在
は
此
の
金
に
よ
る
殺
行
準
備
の
形
態
に
開
し

最
も
注
目
す
べ
き
貼
、
郎
ち
金
左
中
央
銀
行
に
於
け
る
銀
行
券
後
行
と
の
結
合
形
態
の
貫
際
を
吟
味
す
る
必
要
が

あ
る
と
信
守
る
。
併
し
私
は
此
の
酔
調
会
展
開
せ
し
め
る
に
先
立
ち
、
後
行
準
備
に
閥
し
て
の
其
の
重
要
性
左
其
の

傾
向
と
に
就
い

τ地
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.，g. 
鮮明

韓
行
準
備
の
重
要
牲
に
C
其
の
傾
向

凡
そ
愛
行
準
備
形
態
の
重
要
性
は
、

の
如
〈
中
央
銀
行
が
有
っ
そ
の
強
力
性
の
如
何
は
、
中
央
銀
行
の
能
力
特
に
其
の
濁
立
性
と
密
接
不
離
の
閥
係
に

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
詳
言
す
れ
ば
本
来
中
央
銀
行
は
、
謂
は
ゆ
る
銀
行
中
の
銀
行
と
し
て
そ
の
猫
立
性
に
基
〈
能

一
に
か
〉
っ
て
中
央
銀
行
の
有
つ
嘩
力
性
の
問
題
に
存
す
る
。
蓋
し
周
知

カ
を
愛
揮
し
、
以
っ
て
其
の
機
能
を
替
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
も
の
で
あ
る
が
、
凡
ぞ
か

t
の
如
き
の
う
ち
、
最

も
重
要
な
機
能
は
、
発
行
準
備
は
如
何
な
る
状
態
に
あ
る
か
?
印
ち
後
行
準
備
の
貫
質
が
、
よ
〈
其
の
圃
資
本
主

義
経
摘
の
後
展
程
度
よ
り
見
て
之
に
相
雁
し
て
ゐ
る
か
否
か
に
関
係
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

元
来
こ
の
就
寝
行
準
備
な
る
-
も
の
の
省
つ
意
義
は
、
正
に
か
〈
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
其
の
期
待
す
る
と
こ
ろ
は

中
央
銀
行
白
目
安
行
準
備
に
就
い
で

第
五
披

第
三
十
七
巻

六
六
七

ノ、

ミ6.

2) 拙稿金の意義に就いて(経理耳論叢第37'巻第 4鋭)参照、街ほ』比四準備の内容
に就いては或は銀行資産の総額を指し、.之によ日あらゆる支携の櫓保持に流
遁銀行多額及銀行預金に劃ナる準備:t4りとするものと、或は事b法律又は定
款の規定により中央銀行がその流通銀行券額及預金に艶し常時措保として
絶望す的にそ白流動性に於いで保有すべき資産なりとナるものと白見方があ
る、手L見は素より後者である。

• 



中
央
銀
行
の
後
行
準
備
に
就
い
て

第
一
一
一
十
七
巻

第
五
就

六
六

六
六
八

一
に
中
央
銀
行
の
弾
力
性
に
関
係
し
て
ゐ
る
に
も
か
う
は
ら
示
、
各
国
に
於
け
る
事
情
は
必
予
し
も
同
一
で
な
い
。

定貨そ
炉 供 脅 干 の
原ら制貴
則ぱ度際
と此の傾
し等質向
ての際に
法二:とも
律っし亦
;叉のて明
は 傾 夫 か
i吹向~こ
府とこ相
にはれ異
よ立u をれ
つ事q折:る
てな用二
:規るすつ
定もるの
きの岡傾
れかの向
る?歴が
と 史あ
す先的る
るづ俊之
も 第 展 干
のーによ二
でに規 4
あ翠定崖
りげさ 7Z

られど
夏目るで十三
にべゐ J二
妻都きみ岸
二..もと巴
にの考 II'J

，ま
はは
実;、ぎ.各
ι:>殺る国
勢行主?に
不 i堅持於
主宰梯なけ
僻l 規いる

~<- Ramon， G.: Essni SUr les gnges n.u billet de 1JamjLe， 1933， pp. IOS-lI 1I. 
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L
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に
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l
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原
則
正
し
工
務
れ
準
備
売
部

E
慢
ぴ
事
↑

t
税
制

N
E
t
-
z、
U
E覇
A

目
指
阿
M
Vム
H
I
R
C
V
4
1
裁
定
寸
お
も

の
こ
れ
で
め
る
。
前
者
に
於
い
て
は
そ
が
立
法
上
ま
た
は
行
政
上
の
問
題
で
あ
る
か
ぎ
り
、

法
律
又
は
政
府
の
認

定
に
よ
っ
て
銀
行
券
後
行
準
備
は
自
由
に
麗
化
し
、
従
っ
て
銀
行
券
の
義
行
も
極
め
て
簡
輩
に
増
減
せ
し
め
得
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
後
者
に
於
い
て
は
中
央
銀
行
は
ま
づ
後
行
準
備
白
檀
に
一
の
自
制
作
用

を
認
め
、
原
則
と
し
て
此
の
作
用
を
以
っ
て
後
行
準
備
形
態
運
用
の
根
本
俸
件
と
な
す
・
も
の
で
あ
る
と
左
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
か
く
て
中
央
銀
行
は
此
の
傾
向
に
従
ひ
夫
1
或
は
他
動
的
に
又
或
は
自
動
的
に
そ
の
銀
行
券
の
後

行
に
聞
係
し
、
以
っ
て
そ
の
後
行
準
備
形
態
の
運
砦
に
結
合
す
る
こ
と
〉
な
る
。

後
行
準
備
が
有
つ
重
要
性
は
以
上
越
べ
る
と
こ
ろ
に
於
い
て
極
め
て
明
か
で
あ
る
。
我
々
は
夏
に
進
ん
で
そ
の

傾
向
の
内
容
に
立
入
り
、
以
っ
て
各
闘
に
つ
き
如
何
な
る
接
行
準
備
形
態
が
そ
の
国
中
央
銀
行
の
有
つ
銀
行
券
後

行
弾
力
性
を
夫
E
決
定
し
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
勤
に
論
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
項
を
夏
め
て
論
じ
ゃ
う
。

ま
づ
第
一
に
仏
法
律
上
の
規
定
ま
た
は
政
府
の
認
定
に
よ
り
義
行
準
備
を
決
定
す
る
傾
向
に
つ
い
て
述
ペ
、
更



に
第
二
に
は
何
自
動
的
制
限
に
よ
ち
銀
行
準
備
を
決
定
す
る
傾
向
に
つ
い
て
論
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

中
川
法
律
上
の
規
定
文
は
政
府
の
認
定
に
よ
リ
脅
行
準
備
を
決
定
す
否
傾
向

l
l比
の
義
行
準
備
形
態
決
定
傾
向

例
土
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
イ
ギ

P
ス
に
よ
っ
て
一
九
二
八
年
七
月
二
日
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
規
定
で
あ

る
。
今
英
蘭
銀
行
に
闘
す
る
前
述
の
法
律
に
つ
い
て
見
る
と
、
其
の
第
二
燥
第
一
項
に
於
い
て
，
「
本
懐
例
の
規
定

に
従
ひ
英
蘭
銀
行
は
同
行
後
行
部
に
現
存
す
る
金
貨
及
金
地
金
の
額
迄
銀
行
券
を
議
行
し
、
此
の
外
更
に
此
の

金
額
を
越
え
て
二
億
六
千
高
ポ
ン
ド
迄
の
銀
行
券
ヤ
暴
行
す
る
も
の
と
す
。
葉
蘭
銀
行
が
本
俸
例
に
基
き
前
記
第

一
の
金
額
を
越
え
て
禁
行
し
、
又
は
後
行
す
る
こ
と
を
得
べ
き
銀
行
券
の
義
行
を
本
候
例
に
於
い
て
は
之
を
保
謹

準
備
後
行
と
離
す
」
と
規
定
し
、
更
に
其
の
第
二
項
に
於
い
ず
い
「
大
蔵
省
は
英
蘭
銀
行
よ
り
要
求
あ
り
た
る
と
き
、

同
析
と
協
議
し
大
蔵
省
仁
於
レ
て
定
む
る
或
る
↑
定
期
間
、
保
諸
準
備
議
行
額
を
或
る
一
定
額
だ
け
減
額
せ
し
-
な

る
こ
と
を
得
」
と
す
る
の
外
、
更
に
第
八
僚
に
於
い
て
は
其
の
第
一
項
を
以
っ
て
「
英
蘭
銀
行
が
二
一
億
六
千
高
ポ
ン

ド
以
上
に
特
定
額
の
保
護
準
備
費
行
額
増
加
を
遁
営
と
認
む
る
旨
大
蕪
省
に
具
申
す
る
左
き
は
、
大
蕪
省
は
葉
蘭

銀
行
に
勢
し
、
ム
ハ
ヶ
月
以
内
の
通
営
期
聞
を
限
り
、
右
特
定
額
を
越
え
ざ
る
額
迄
銀
行
券
増
畿
の
樫
を
附
興
す
る

こ
と
を
得
」
と
し
、
更
に
其
の
第
二
乳
に
於
い
て
「
前
項
の
増
加
藤
行
権
は
前
項
に
規
定
せ
る
と
同
一
の
具
申
並

に
手
績
に
よ
っ
て
時
々
之
を
更
新
し
、
若
し
く
は
擾
更
す
る
こ
と
を
得
。
但
し
前
項
の
規
定
に
拘
ら
宇
、
右
権
利

の
有
殺
期
間
は
(
之
に
描
虫
夏
を
加
へ
た
る
と
否
、
と
を
聞
は
ず
)
議
舎
に
於
い
て
反
封
の
決
議
を
な
す
に
あ
ら
.
ぎ
れ
ば
、
更
新

に
よ
り
緯
額
二
箇
年
以
上
に
亘
る
こ
と
を
得
十
」
と
す
る
外
、
其
の
第
三
項
に
於
い
て
は
「
本
僚
に
よ
り
、
保
謹
準

第
三
十
七
巻

中
央
銀
行
自
費
行
準
備
に
就
い
て

六
六
九

第
五
披

六
七

3) Kisch ancl Elkin; Cent四.1Banks， 1932. p. 455-; 日本銀行調査局 各園授
券銀行及遁貨関係法規英二英圃の昔町議事自)pp. 2-3 
I王i~l~' _;~dÉìk~ ';-';;'p. -~it・ 455 ;日本銀行調査周 1 上掲書 p.3・
I王ischand Eikin: p. cit. pp. 457-8.; 日本銀行調査局:上掲書 p.5 
Kisch and Elkin: op. cit. p. 458; EI水銀行調査局:上f読書:p. 5 
Kisch and Elkin: np. cit. p・458; H本銀行調査局・ J二掲脅 p.6
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中
央
銀
行
の
賛
行
準
に
就
い
て

第
三
十
七
巻

第
五
波

六
八

六
七

O

備
後
行
額
の
増
額
を
許
可
せ
る
大
藤
省
令
は
、
直
ち
に
議
舎
の
雨
院
に
提
出
す
べ
し
」
と
規
定
し
て
ゐ
る
。

故
に
前
記
第
二
僚
第
二
項
に
於
け
る
規
定
は
、
先
づ
保
謹
準
備
後
行
減
額
の
可
能
性
を
示
せ
る
も
の
で
あ
b
、

従
っ
て
一
九
二
八
年
の
法
律
は
、
必
A
V
し
も
保
謹
準
備
費
行
の
増
額
の
み
を
念
頭
に
置
け
る
も
の
に
非
、
さ
る
こ
と

を
留
意
す
べ
き
で
あ
る
が
、
併
し
と
も
か
く
同
法
律
の
一
大
特
長
は
、
謂
は
ゆ
る
保
謹
準
備
費
行
が
一
定
の
場
合
二

億
六
千
世
院
が
ン
ド
の
限
界
を
越
え
て
畿
行
さ
れ
得
と
す
る
規
定
に
J

の
る
。
そ
は
周
知
の
如
〈
一
八
四
四
年
来
の
英

蘭
銀
れ
れ
め
侍
統
政
策
ド
割
す
と
修
正
土
る
じ
新
レ
セ
最
も
性
志
す
べ
き
で
J

釣
る
い
か
、

克
に
イ
ザ
リ
ス
が
欧
米
大
陸

諸
国
に
於
い
て
・
次
第
に
採
用
さ
れ
る
比
例
議
行
準
備
制
に
劃
し
て
多
〈
の
人
々
の
賛
成
乃
至
主
張
が
あ
り
し
に
も

か
〉
は
ら
子
、
遂
に
之
を
採
用
す
る
に
至
つ
て
な
い
こ
と
に
濁
し
て
も
深
〈
寓
目
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ほ
ま
た
恐
ら

t
英
蘭
銀
行
が
そ
の
銀
行
券
緩
行
の
統
一
、
並
に
金
の
園
際
的
流
通
復
蹄
に
際
し
、
ぞ
の
停
統
的
精
神
を
放
棄
し

て
以
っ
て
従
来
の
貨
幣
政
策
並
に
割
引
政
策
等
々
に
闘
し
、
大
い
に
改
正
を
加
へ
ん
と
す
る
の
意
固
め
り
し
に
も

か
〉
は
ら
?
、
周
園
の
事
情
は
必
中
し
も
好
ま
し
か
ら
子
、
か
〉
る
聞
に
英
蘭
銀
行
の
銀
行
券
後
行
準
備
に
弾
力

性
を
輿
へ
ん
と
す
る
の
意
闘
が
蓬
に
こ
こ
に
至
ら
し
め
た
る
も
の
な
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
事
情
炉
建
に
一
八
四
四

年
の
英
蘭
銀
行
僚
例
の
特
色
を
、
根
本
的
に
放
棄
し
た
と
も
い
ひ
得
べ
き
修
正
を
貫
現
せ
し
め
る
に
至
つ
に
も
の

で
あ
ら
う
こ
と
を
も
特
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
殊
に
こ
れ
に
よ
り
て
更
に
考
ふ
べ
き
こ
と
は
、
英
蘭
銀
行
は
こ

の
新
規
定
と
共
に
、
其
の
傍
統
的
立
場
た
る
ピ
イ
Y
燦
例
に
よ
る
貨
幣
敷
量
詑
的
見
解
を
棄
て
、
こ
こ
に
一
種
の

銀
行
設
的
見
解
を
採
用
す
る
に
至
つ
七
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
購
来
恐
ら
く
は
大
蕪
省
の
筒
翠
な

根 Cfr. ¥Ya.gnel"， A.: Die Geld-uml }o王町ditstheol"Icdel" Pe，::bchen 13:mknkte 



る
詐
可
を
以
っ
て
、
こ
こ
に
中
央
銀
行
が
金
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
な
い
銀
行
券
を
、
今
日
決
定
さ
れ
て
ゐ
る
以
上

に
容
易
に
費
行
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
尤
も
こ
の
許
可
は
六
ヶ
月
以
内
で
あ
一
り
、
蓮
績
四
回
以
上
に
一
旦
名

こ
と
は
許
き
れ
な
い
と
い
ふ
規
定
は
あ
る
に
は
あ
る
が
。

要
す
る
に
一
九
二
八
年
の
規
定
が
謂
は
ゆ
る
保
謹
準
備
発
行
の
構
成
要
素
を
明
確
に
決
定
せ
守
、
且
又
英
蘭
銀

行
が
之
に
封
し
、
商
業
手
形
の
妥
営
性
を
認
め
る
に
於
い
て
は
、
英
蘭
銀
行
の
恐
慌
時
に
於
け
る
弾
力
性
は
、
惟

ふ
に
著
し
く
増
大
す
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
之
を
否
定
す
る
を
得
な
い
。

働
白
働
的
制
隈
に
よ
る
聾
行
準
備
傾
向

l
lこ
の
傾
向
は
中
央
銀
行
の
愛
行
準
備
白
韓
の
構
成
計
、
銀
行
券
義

行
に
封
し
、
制
限
ぞ
加
へ
得
る
傾
向
の
存
す
石
こ
を
指
す
。
か
く
の
如
き
場
合
、
中
央
銀
行
を
し
て
、
自
動
的
制

限
い
れ
よ
る
接
行
形
態
Jγ
抹
州
司
し
め

ε
仁
於
レ
て
市

1

1

:

;

:

.

 

如
布
ト
な
マ
心
寺
田
カ
れ
は
れ
る
カ
っ

品
此
¢
艶
に
勺
レ

τは-プ

イ
ヒ
ス
・
バ
ン
グ
及
び
米
国
聯
邦
準
備
銀
行
の
規
定
は
共
に
之
に
膳
や
る
も
の
と
し
て
、

極
め
て
人
口
に
謄
実
せ

る
と
こ
ろ
で
あ
る

Q

更
に
最
近
に
於
い
て
は
ク
イ
ヒ
ス
・
バ
ン
ク
、
ギ
リ
シ
ャ
圃
立
銀
行
、

ノ

Y
ク
且
エ
銀
行
、

戸市

オ
フ
シ
ド
銀
行
等
に
は
新
に
一
定
の
修
正
が
採
用
さ
れ
、
業
の
駐
に
於
い
て
こ
の
見
地
を
更
に
一
歩
進
め
た
も
の

で
ゐ
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
此
等
の
貼
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
進
め
る
。

ま
づ
そ
の
第
一
動
じ
於
い
て
注
目
さ
れ
る
も
の
は
、
業
の
手
積
に
関
す
る
相
違
で
あ
る
。
例
へ
ば
ラ
イ
ヒ
ス
・

バ
ン
ク
及
ポ
オ
-
ア
ン
ド
銀
行
は
、
其
の
費
行
準
備
手
績
に
闘
す
る
適
用
は
、
共
に
自
己
の
権
利
に
於
い
て
保
留
し

得
る
。
唯

4

プ
イ
ヒ
ス
・
バ
ン
ク
に
関
し
て
謂
i

へ
ば
、
銀
行
線
曾
之
を
そ
の
統
制
委
員
曾
の
提
議
に
於
い
て
、
全
命
日

中
央
銀
行
の
費
行
準
備
に
就
い
て

第
三
十
七
巻

ノ、

ヒ

第
五
放

ノ、

九



中
央
銀
行
の
賛
行
準
備
に
就
い
て

第
三
十
七
倉

ノ、

ーじ

第
五
披

Fヒ
O 

一
致
を
以
っ
て
行
ふ
を
要
す
る
に
謝
し
、
ギ
リ
シ
ャ
銀
行
に
於
い
て
は
、
此
の
賠
に
つ
い
て
政
府
の
許
可
を
必
要

と
し
て
ゐ
る
。

第
二
黙
に
於
け
る
相
違
は
、
中
央
銀
行
が
政
府
に
封
し
支
梯
ふ
べ
き
租
税
に
闘
し
て
司
、
〉
め
る
。
此
の
鮎
に
於
レ

一
つ
は
課
税
が
疏
通
超
過
額
に
罰
し
て
行
は
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
業
の
中
に
は
ポ

オ
フ
ン
ド
銀
行
の
如
く
、
銀
行
券
後
行
額
一
か
後
行
準
備
の
正
常
翠
に
相
臆
す
る
最
大
限
度
を
越
え
た
る
場
合
を
問

題
止
す
る
tu
の
止
、

w
p
シ
ヤ
闘
主
銀
析
の
如
(
、
銀
桁
非
議
行
額
及
一
覧
棉
要
求
額
の
線
舗
が
上
諸
の
知
事
最
大

限
度
を
越
ゆ
る
が
如
き
場
合
を
問
題
と
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
然
る
に
之
に
劃
し
今
一
つ
、
課
税
が
そ
の
最
大
後

行
準
備
牽
以
下
の
金
額
に
濁
し
て
も
謀
せ
ら
れ
る
も
の
が
め
る
。
-
フ
イ
ヒ
ス
・
〆
ン
ク
の
如
き
こ
れ
で
あ
る
。

第
三
貼
は
第
二
艶
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
課
税
率
の
決
定
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
ラ
イ
ヒ
只

・
バ
ン
ク
の
場
合
に
於
い
て
は
、
課
税
率
は
珠
め
決
定
さ
れ
て
ゐ
る
に
到
し
、
ギ
η
ノ
ジ
ヤ
銀
行
の
場
合
に
は
、
課

て
も
二
つ
の
傾
向
が
あ
る
。

税
率
は
常
に
割
引
率
を
合
み
従
っ
て
盤
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
四
勤
は
後
行
準
備
に
闘
す
る
一
一
般
規
定
の
康
止
に
際
し
、
割
引
率
を
義
務
的
に
引
上
げ
る
諸
規
定
聞
の
相
違

で
J

の
る
。

一一一
脅
行
準
備
形
態
の
諸
相

政
官
行
準
備
の
重
要
性
並
に
其
の
傾
向
に
つ
い
て
は
己
に
謹
べ
た
遁
り
で
あ
る
。
今
や
問
題
は
現
在
そ
の
後
行
準



備
が
如
何
な
る
形
態
に
於
い
て
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
鈷
に
移
る
。

併
し
こ
こ
に
注
目
寸
ぺ
き
こ
と
は
、
後
行
準
備
形
態
は
世
界
大
戦
を
通
じ
て
一
の
後
展
を
遂
げ
て
ゐ
る
と
い
ふ

こ
と
で
あ
る
。
今
簡
軍
に
大
戦
前
に
於
け
る
後
行
準
備
を
見
る
に
、
或
は
イ
ギ
リ
ス
、
或
は
ア
ラ
ン
ス
、
或
は
ド

イ
ッ
、
或
は
ア
メ
ソ
カ
の
諸
国
に
於
い
て
そ
の
採
用
し
て
ゐ
る
義
行
準
備
形
態
は
、
多
少
は
其
の
程
度
を
異
に
し

て
ゐ
る
け
れ
ど
も
併
し
な
が
ら
、
此
等
の
接
行
準
備
形
態
を
通
じ
て
そ
の
根
底
に
横
は
っ
て
ゐ
る
も
の
は
金
で
あ

る
。
そ
が
金
貨
又
は
金
地
金
等
の
呼
び
方
を
以
っ
て
め
げ
ら
れ
て
ゐ
る
と
し
て
も
、
事
貫
其
の
根
底
に
横
は
っ
て

ゐ
る
も
の
は
金
素
材
そ
の
・
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
に
於
い
て
そ
の
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
之
に
細
別
し
て
存
在

ず
る
大
戦
後
の
そ
れ
k
比
慨
し
て
、
其
の
間
異
色
め
る
こ
と
は
否
定
す
る
佐
得
な
い
。

然
る
に
世
界
大
戦
後
に
於
い
て
は
、
或
は
中
央
銀
行
が
そ
の
定
款
の
定
h
U
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
そ
の
後
行
準
備

に
劃
し
て
皐
げ
得
ら
れ
る
費
産
の
全
要
素
を
問
題
と
す
る
に
し
て
も
、
は
た
又
之
に
封
し
、
賞
際
に
後
行
準
備
比

牽
決
定
の
基
礎
と
し
て
の
費
産
の
諸
要
素
を
問
題
と
す
る
に
し
て
も
、
之
を
大
戦
前
の
そ
れ
に
比
模
す
る
時
は
著

し
く
其
の
内
容
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
此
等
援
行
準
備
の
諸
要
素
が
、
凡
そ
今
日
、
世
界
各
国
に
於
い
て
如
何
に
規

定
さ
れ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
極
め
て
興
味
め
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
併
し
今
こ
こ
で
は
之
に
鯛
れ
る
暇
は

な
い
。
私
一
か
特
に
こ
こ
に
試
み
ん
と
す
る
問
題
は
、
此
等
援
行
準
備
に
闘
す
る
諸
規
定
を
ば
そ
の
特
性
の
重
要
度

に
よ
っ
て
分
類
し
、
前
通
せ
る
二
つ
の
傾
向
が
今
日
世
界
特
に
ヨ
オ
ロ
ツ
バ
各
国
に
如
何
に
採
用
さ
れ
て
ゐ
る
か

を
遮
べ
ん
と
す
る
・
も
の
で
あ
る
。

中
央
銀
行
白
由
貿
行
準
備
に
就
い
て

第
三
十
七
巻

六
七

第
五
披

七

此の勤に閥しでは闘際聯盟にょっト扱表ヨれてゐる「金に闘する立法規定
(Legi.lntion 011r l'or)J参照
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巾
央
銀
行
の
賛
行
準
備
に
就
い
て

第
三
十
七
巻

六
七
州

第
五
披

f二

此
等
の
黙
を
通
じ
て
見
る
と
き
、
今
日
に
於
い
て
は
も
は
や
大
戦
前
フ
ラ
ン
ス
に
行
は
れ
た
る
が
如
き
最
高
額

後
行
準
備
規
定
な
る
も
の
〉
如
き
は
建
に
再
び
之
を
見
出
す
こ
と
を
得
な
い
〕
事
貫
フ
ラ
ン
ス
も
亦
一
九
二
八
年

六
月
二
十
五
日
の
貨
幣
法
に
よ
っ
て
、
か
の
第
十
九
世
紀
の
努
頭
以
来
認
め
た
る
が
如
き
規
定
は
之
を
放
棄
し
て

し
ま
っ
た
。
こ
れ
即
ち
従
来
の
最
高
額
後
行
法
を
以
つ
ぞ
し
て
は
、
業
の
義
行
撃
備
の
弾
カ
性
を
維
持
し
、
中
央
銀

行
の
濁
立
佐
佐
維
持
す
る
こ
と
が
経
験
上
極
め
て
困
難
な
り

2
認
識
さ
れ
た
か
ら
に
よ
る
。
然
ら
ば
か

t
の
如
き
c

情
勢
に
於
い
て
、

質
際
如
何
た
る
後
ι
川
崎
非
備
規
定
が
f
れ
は
れ
り
?
の
ふ
か
U

f
4
t
i
-
-
-
M
T
:
品
ち

I
-一44目
肉

料

1

哀
を
H
l
事
[
寸
葱
才
品
耳
目
官
接
」
メ

性
維
持
の
見
地
か
ら
、
如
何
な
る
緩
行
準
備
形
態
が
行
は
れ
て
ゐ
る
か
?
を
吟
味
す
る
た
め
姑
〈
此
の
問
題
に
は

先り
づこ
之:ま
をな
列け
奉れ
す t工
れな
ば水ら
」*な

z L; 
形
態

は

(1 ) 

流
通
銀
行
券
額
並
に
一
覧
掛
要
求
額
の
総
額
に
封
し
金
準
備
を

適
用
す
べ
き
準
備
形
態
、
向

規
定
せ
る
準
備
形
態
、
開
杭
通
銀
行
券
額
並
仁
一
覧
掛
要
求
額
の
総
額
に
封
し
金
及
金
銭
替
準
備
を
適
用
す
る

も
そ
の
最
低
率
を
示
さ

F
る
準
備
形
態
、
山
内

流
通
銀
行
券
額
及
一
覧
梯
要
求
額
の
総
額
に
封
し
金
及
金
魚
替
準
備
の
最
低
率
を

流
通
銀
行
券
額
の
み
に
封
し
て
金
準
備
又
は
金
並
に
金
翁
替
準
備

謂
は
ゆ
る
複
準
備
形
態
、
仙
一

一
定
額
を
超
過
せ
る
義
行
銀
行
芽
額
に
討
し
、
金

合
通
用
す
る
準
備
形
態
、
向

準
備
又
は
金
並
に
金
鴻
替
準
備
を
以
っ
て
す
る
総
額
準
備
を
適
用
す
忍
準
備
形
態
が
あ
る
。
貰
例
に
依
っ
て
順
次

説
明
を
加
へ
や
う
。
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一
九
二
八
年
ヲ
ブ
シ
ス
が
そ
の
従
来
の
複
本
位
に
よ
る
貨
幣
制
度
を
放
棄
せ
る
結
果
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

即
ち
同
年
六
月
二
十
五
日
の
貨
幣
法
に
於
い
も
「
フ
ラ
ン
ス
銀
行
は
流
通
銀
行
券
額
及
び
営
座
勘
定
貸
方
額
の
合

計
の
少
〈
-
も
三
五
バ
ア
セ
ン
ト
に
相
官
す
る
金
地
金
及
び
金
貨
の
準
備
を
保
有
す
ぺ
し
。

フ
ラ
ン
ス
銀
行
銀
行
券

の
流
通
額
に
封
し
最
高
額
を
定
め
た
る
従
前
の
法
規
は
之
を
廃
止
す
」
と
い
ふ
規
定
は
却
ち
そ
の
一
例
で
あ
る
。

こ
れ
に
於
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
世
界
大
戦
後
欧
洲
各
国
に
於
い
て
盛
ん
に
採
用
さ
れ
で
外
園
翁
替
に
よ
る

準
備
、
帥
ち
謂
は
ゆ
る
金
魚
替
準
備
は
、
こ
の
ア
タ
ン
ス
銀
行
の
新
後
券
準
備
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
傾
向
智
博

ぜ
ん
と
ぜ
る
も
の
C
あ
る
と
い
ふ
貼
T
あ
り
、
そ
の
限
り
、
議
行
準
備
形
鵡
は
、
徐
々
に
賢
-
質
的
仁
金
本
位
へ
挫

近
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
¢
「
と
明
し
め
る
。

溝
遁
銀
行
券
額
茂
一
軍
捕
要
求
額
の
纏
額
に
劃
し
金
反
金
震
醤
準
備
の
最
低
寧
を
規
定
せ
る
準
備
形
態
|

l
此
の
形
態
を
採
用
せ
る
色
の
は
一
九
二
六
年
の
〈

Y
ギ
イ
及
一
九
二
七
年
の
ポ
オ
ラ
ン
ド
の
例
で
あ
る
。
ベ

Y

ギ
イ
に
つ
い
て
一
五
へ
ば
一
九
二
六
年
十
月
二
十
五
日
の
勅
令
第
五
慌
に
於
い
て
「
銀
行
は
少
く
と
も
そ
の
要
求
擁

(2) 
債
務
額
の
四

O
バ
ア
セ
ン
ト
に
相
営
す
る
金
又
は
外
幽
宛
金
梯
手
形
を
所
有
す
ぺ
し
。
但
し
要
求
携
債
務
額
の
三

0.ρ
ア
セ
ン
ト
以
上
は
金
た
る
こ
と
を
要
す
」
と
い
ふ
規
定
、
又
ポ
オ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
い
へ
ば
其
の
定
款
第
五

十
一
俸
は
ま
づ
「
ポ
オ
ラ
ン
ド
銀
行
の
流
通
銀
行
券
額
及
一
覧
梯
要
求
額
は
け
い
金
貨
又
は
金
地
金
、
付
金
債
値
に

於
け
る
銀
(
但
し
金
空
品
の
五
パ
ア
セ
ン
ト
を
超
ゆ
る
与
と
を
得
ず
)
、
ぺ
外
圃
貨
幣
、
吋
一
覧
梯
又
は
最
高
三
十
日
掛
に
し
て

外
圃
銀
行
に
於
い
で
所
有
す
る
責
産
、
利
一
寛
撫
小
切
手
及
手
形
、
サ
九
十
日
挽
矯
替
手
形
に
し
て
外
圃
銀
行
の

〆

，

‘

‘

、

/

，

、

町

、

第
三
十
七
巻

中
央
銀
行
の
賛
行
準
備
に
就
い
て

六
七
五

第
五
披

ヒ

日本銀行調査局:各圃費券銀行遁貨鴎i係法規其三フランスの部(迫補)p.2
日本銀行調査局:各国営券銀行及遁ffit閥t禁法規其十三白ヰ義の苦sp. 3 
Ki，eh and Elkin; 01'. -cit. 1'1'. 375--.:;76. 
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中
央
銀
行
の
繁
行
準
備
に
就
い
て

第
三
十
七
巻

第
五
減

F円

六
七
六

引
受
又
は
裏
書
あ
る
も
の
に
よ
っ
て
準
備
さ
る
〉
こ
と
を
要
す
。
恒
し
い
い
同
ト
の
諸
項
に
於
い
て
規
定
さ
れ
た

特
殊
責
産
は
金
に
免
換
芳
、
る
べ
き
外
国
貨
幣
に
換
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
L
と
し
、

亙
に
「
こ
の
僚
件
を
充
た

す
外
幽
貨
幣
は
如
何
な
る
色
の
な
り
や
は
銀
行
理
事
舎
之
を
決
定
す
」
と
し
、
一
見
に
純
梓
畿
行
準
備
額
の
算
定
に

際
し
て
は
、
付
金
に
よ
っ
て
保
諾
さ
れ
る
銀
行
貸
付
額
、
小
山
九
十
日
梯
外
闘
貨
幣
に
よ
る
銀
行
権
保
は
控
除
さ
る

べ
き
も
の
と
し
、
最
後
に
「
銀
桁
は
業
の
最
低
義
務
準
備
額
の
四
分
の
三
は
以
上
の
方
法
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
た

金
貨
及
金
地
金
仁
よ
っ
て
保
有
す
ぺ
さ
L

回
目
印
ι
規
定
し
て
ゐ
る
。
品
等
の
規
定
の
一
不
す
2
ご
ろ
は
、

(

山

内

会

、

A
.
岡
田

立
銀
行
に
闘
す
る
規
定
よ
り
更
に
一
歩
進
ん
で
、

外
岡
闘
潟
替
に
つ
き
明
確
な
定
義
を
奥
へ
て
居
h
'
i

特
に
後
行
準

備
中
に
合
ま
る
べ
き
矯
替
の
算
定
に
闘
す
る
規
定
は
注
目
に
値
す
る
。

凡
そ
か
く
の
如
き
傾
向
は
、
世
界
大
戦
後
著
し
く
控
意
さ
れ
た
新
金
銭
替
本
位
の
普
及
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る

が
、
今
ポ
オ
ラ
ン
ド
銀
行
規
定
第
五
十
三
僚
に
よ
れ
ば
上
掲
「
疏
通
銀
行
券
に
し
て
第
五
十
一
一
慨
に
明
示
3
れ
七

責
産
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
な
い
も
の
は
一
定
の
他
の
資
産
、
特
に
潟
替
手
形
、
銀
賞
、
補
助
貨
実
行
銀
行
券
最
高
額
白

五
パ
ア
セ
ン
ト
王
、
)
、
謹
券
貸
付
額
、

一
定
の
利
附
謹
券
、
最
高
玉
干
高
グ
ロ
ア
ィ
に
達
す
る
圃
庫
謹
券
に
よ
っ
て

準
備
3
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
か
く
の
如
き
は
必
十
し
も
一
一
般
規
定
に
倖
ふ
保
謹
に

封
し
新
保
謹
を
附
加
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
惟
ふ
に
一
般
規
定
に
件
ふ
保
謹
に
於
い
て
は
己
に
、
銀
行
活
動

を
ば
、
銀
行
設
に
よ
り
銀
行
準
備
と
し
て
認
め
ら
れ
た
資
産
を
構
成
し
得
る
も
の
に
限
定
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

(3) 
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さ
ざ
る
準
備
形
態

1
1此
の
準
備
形
態
は
世
界
大
戦
後
新
に
設
立
ま
た
は
改
正
さ
れ
た
中
央
銀
行
に
於
い
て
採
用

エ
ス
ト
ユ
ヤ
の
中
央
銀
行
の
そ
れ
の
如
き
こ
れ
で
め

さ
れ
た
・
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
ギ
リ
シ
ャ
、
プ
U
F
d
p

リ
ャ
、

る
。
就
中
ギ

y
シ
ヤ
銀
行
の
定
め
る
と
こ
ろ
は
、

か
の
圃
際
聯
盟
の
サ
ア
・
ア
ア
ナ
ア

-
y
y
タ
ア
に
よ
り
、
ギ
リ

シ
ヤ
金
融
復
興
案
の
序
言
に
於
い
て
、
畿
行
準
備
の
周
密
な
規
定
に
よ
っ
て
今
日
迄
此
の
範
園
に
於
い
て
存
在
す

る
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
比
鞭
し
そ
の
完
全
性
を
示
し
て
ゐ
る
司
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
意
味
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
此

の
酔
閣
は
特
に
注
目
を
梯
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
姑
L
そ
の
規
定
を
追
及
し
ゃ
う
。

今
年
ソ

ν
ャ
岡
立
銀
行
定
款
を
見
足
。
と
誌
は
、
其
の
第
六
十
一
院
は
っ
銀
行
ほ
ァ
ぐ
の
流
通
銀
行
券
額
及
其
他
一

臨
兇
榔
要
求
舗
の
少
く
も
開

0.ρ
ア
セ
ン
ト
に
相
常
ず
る
準
備
営
保
有
す
ぺ
し
」
と
な
し
、
旺
に
同
第
六
十
二
憾
で

は
「
前
項
の
意
味
に
於
け
る
準
備
な
る
意
味
は
専
ら
失
の
如
〈
解
穣
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

L
」
し
、
之
に
封

し
ま
づ
、

付
金
貨
、
金
地
金
帥
ち
銀
行
の
掘
調
的
所
有
権
に
し
て
或
は
銀
行
に
よ
っ
て
所
有
き
れ
、
或
は
他
の
中
央
銀

行
に
預
託
さ
れ
、
ま
た
或
は
造
幣
局
に
保
留
き
れ
る
も
の
〉
外
、
運
搬
中
に
あ
る
も
の
、

作
外
国
余
震
替
額
に
し
て
銀
行
の
結
晶
到
所
有
権
に
属
す
べ
き
も
の
が
奉
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

然
ら
は
夏
に
如
何
な
る
も
の
を
以
っ
て
鋳
替
を
ば
意
味
す
る
か
と
い
ふ
に
、
同
銀
行
の
方
針
か
ら
云
へ
ば
ぞ
は

二
つ
の
種
類
よ
り
成
る
と
考
へ
ら
れ
、
第
一
に
は
そ
の
国
の
貨
幣
が
法
律
上
及
賓
際
上
、
要
求
に
従
ひ
一
定
債
格

を
以
っ
て
輸
出
し
得
る
金
に
免
換
さ
れ
る
が
如
き
闘
の
翁
替
を
意
味
す
る
と
共
に
、
第
二
に
は
一
圃
の
貨
幣
が
法

中
央
銀
行
の
費
行
準
備
に
就
い
て

第
三
十
七
巻

六
七
七

第
五
波

ーじ
豆王

s. D. ~.; R凸Uluedu plan de reと;tDurationfinanciere de 1a Grece， Prefi.l.ce. 
Kisch and Elkin: op. cit. p. 300. 
ICisch and Elkin: op. cit. pp. 30ü--.~jOJ[ 
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中
央
銀
行
白
賛
行
準
備
に
就
い
て

七
六

第
三
十
七
巻

六
七
八

第
五
就

律
上
又
は
賓
際
上
、
要
求
に
従
ひ
一
定
債
格
を
以
っ
て
前
項
に
一
不
さ
れ
七
種
類
に
属
す
る
外
国
策
替
に
発
換
し
得

ら
れ
る
が
如
き
闘
の
潟
替
を
意
味
す
る
。
此
の
第
二
の
意
味
よ
り
し
て
考
ふ
る
と
き
は
、
外
国
金
潟
替
な
る
も
の

は
更
に
立
入
っ
て
謂
へ
ば
、
第
一
に
は
外
国
中
央
銀
行
に
於
け
る
銀
行
債
権
、
第
二
に
は
三
ヶ
月
満
期
に
し
て
少

く
も
二
名
の
支
抑
人
に
よ
る
署
名
を
布
す
る
外
国
震
替
に
て
支
掛
は
れ
る
須
替
手
形
、
第
三
に
は
大
蔵
省
誼
券
に

し
て
三
ヶ
月
満
期
の
闘
庫
債
券
及
外
国
政
府
の
其
他
類
似
債
券
、
此
等
の
も
の
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

品
川
端
遁
餌
行
線
輔
の
み
に
制
し
て
金
準
備
況
は
金
並
に
金
属
醤
準
備
ま
調
閉
す
る
準
備
都
態
1
|此
の
形
態

は
、
中
央
銀
行
の
一
覧
梯
要
求
は
全
然
之
を
認
め
や
、
一
般
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
如
〈
、
流
通
銀
行
券
額
を
以
つ

て
そ
の
封
象
と
し
、
之
に
劃
す
る
金
準
備
又
は
金
及
金
潟
替
準
備
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
リ
ト
ア

ニ
ア
銀
行
定
款
第
十
二
傑
じ
於
い
て
「
銀
行
は
所
持
人
掛
銀
行
券
を
後
行
す
。
疏
通
銀
行
品
分
の
少
く
も
三
分
の
一

は
金
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
、
そ
の
蔑
額
は
そ
の
取
引
所
信
格
を
超
過
せ
引
き
る
債
格
に
於
い
て
容
易
に
資
金
化
し
得

る
謹
券
に
よ
っ
て
準
備
さ
る
べ
し
」
と
い
ふ
規
定
の
如
き
こ
れ
で
あ
る
。

(5) 

語
は
ゆ
る
複
準
備
形
態
|
|
複
準
備
な
る
形
態
に
は
更
に
二
つ
の
範
曙
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
一

は
金
準
備
又
は
金
及
金
潟
替
準
備
よ
り
成
る
準
備
が
専
ら
流
通
銀
行
券
額
に
適
用
さ
れ
る
形
態
で
あ
h
。
第
二
は

金
準
備
又
は
金
及
金
潟
替
準
備
よ
hJ
成
る
準
備
が
専
ら
一
賢
一
梯
要
求
額
に
適
用
さ
れ
る
形
態
で
あ
る
。
米
闘
に

於
け
る
一
九
一
三
年
十
二
月
二
十
三
日
の
聯
邦
準
備
法
、
ド
イ
ツ
に
於
け
る
一
九
二
四
年
八
月
三
十
日
の
ラ
イ
ヒ

?
バ
ン
ク
に
糊
す
る
法
律
は
何
れ
も
こ
の
複
準
備
形
態
に
該
賞
す
る
も
の
で
あ
る
o
A寸
聯
邦
準
備
銀
行
保
例
中
、

此 D場合外国矯替に於げる債務は之を控除ナる必要があることは常然であ
る。
Iζisch and Elkin・op.ci t. P 354 

16) 

17) 



紙
幣
愛
行
に
閲
す
る
第
十
六
俸
第
二
乳
の
規
定
に
よ
れ
ば
「
聯
邦
準
備
銀
行
は
其
の
預
金
に
封
し
三
五
バ
ア
セ
ン

ト
以
上
の
金
又
は
合
法
貨
幣
を
準
備
と
し
て
保
有
し
、
又
聯
邦
準
備
券
の
現
在
流
通
額
に
劃
し
て
四

O
バ
ア
セ
ン

ト
以
上
の
金
準
備
を
保
有
す
る
こ
と
を
要
す
:
:
:
:
」
と
し
て
ゐ
る
に
封
し
、
-
フ
イ
ピ
ス
・
バ
ン
ク
に
闘
す
る
規

定
は
、
聯
邦
準
備
銀
行
の
そ
れ
と
異
り
、
一
貫
梯
携
保
に
罰
し
て
純
粋
に
銀
行
的
な
る
準
備
を
要
求
し
て
ゐ
る
こ

と
は
注
目
す
ぺ
き
貼
で
あ
る
。
部
ち
先
づ
そ
の
第
二
十
八
倍
第
一
項
に
於
い
て
、
疏
通
銀
行
券
額
に
封
し
金
又
は

外
岡
手
形
に
て
四
O
パ
ア
セ
ン
ト
以
上
の
準
備
を
要
求
し
、
此
の
準
備
中
四
分
の
三
以
上
は
金
を
以
っ
て
す
べ
し

ー

ι
し
、
此
の
金
ぞ
以
っ
て
純
金
一
プ
ン
ト
一
三
九
二
一
ブ
イ
k

ス制
?
y
'

グ
と
評
慣
せ
る
金
地
金
並
に
内
外
幽
金
貨

批
判
に
し
て
、

同

y
f
B
二

え

〆

/

1

J

咽
バ
ン
ク
各
府
「
れ
あ
る
ち
の
又
は
外
闘
中
央
竣
券
銀
行
に
保
有
せ
ら
れ
何
時
に
て
品
自
由

に
底
分
し
得
る
も
の
を
意
味
す
る
色
共
に
、
此
の
外
国
手
形
と
し
て
は
外
国
の
中
央
金
融
市
場
に
於
い
て
支
梯
能

ガ
確
買
な
る
銀
行
に
て
外
圃
通
貨
に
て
文
梯
は
る
べ
き
銀
行
券
、
満
期
日
十
四
日
以
内
の
手
形
、
小
切
手
及
要
求

梯
債
権
を
あ
げ
、
更
に
其
の
残
額
四
分
の
一
に
謝
し
て
は
ラ
イ
ヒ
ズ
一
・
バ
ン
ク
の
管
業
に
規
定
さ
れ
た
俸
件
に
通

す
る
割
引
手
形
又
は
小
切
手
に
て
の
準
備
を
要
求
し
て
ゐ
る
こ
と
剖
ち
こ
れ
で
あ
る
。
更
に
ま
た
同
第
三
十
五
僚

に
於
い
て
は
、
-
ブ
イ
ヒ
ス
・
バ
ン
ク
は
其
の
定
款
第
二
十
八
慌
に
於
い
て
流
通
銀
行
券
額
に
封
す
る
準
備
を
あ
げ

た
る
に
封
し
、
又
要
求
梯
債
務
に
封
し
で
も
常
に
問
。
バ
ア
セ
ン
ト
以
上
の
特
別
準
備
を
設
〈
る
こ
と
を
要
す
と

し
、
此
の
準
備
は
直
ち
に
慮
分
し
得
る
内
外
国
預
金
書
座
一
望
さ
他
行
宛
小
切
手
、
満
期
旦
二
十
日
以
内
の
手
形
、

又
は
動
産
揖
保
貸
付
に
基
づ
く
要
求
梯
債
権
を
以
っ
て
す
る
こ
と
を
要
す
と
規
定
し
て
ゐ
る
。
此
等
の
貼
は
正
に

中
央
銀
行
自
費
行
準
備
に
就
い
て

第
三
十
七
巻

大
七
九

第
五
波

ーヒ
ーヒ

Kisch and-Elkin: op目 cit.pp. 434----'l35:; 日本銀行調査局:各岡俊券銀行
遁貨関係法規其五 p.42. 

Ki sch llnd EHdn: op. cit. p. 2伊 l 日本銀行調査局・各国費券銀行通貨関
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申
央
銀
行
の
賛
行
準
備
に
就
い
て

第
三
十
七
巻

第
主
披

六
人

O

七
人

前
通
聯
邦
準
備
銀
行
に
劃
す
る
一
歩
前
進
を
示
す
る
の
で
あ
る
。

尚
一
定
額
を
超
過
せ
る
種
行
銀
行
券
額
に
劃
L
、
金
準
備
支
は
金
庇
金
属
醤
準
備
を
以
つ
で
す
各
値
観
準
惜

を
適
用
す
る
準
備
形
態
l
l
l
此
の
形
態
は
一
八
四
四
年
英
蘭
銀
行
が
か
の
有
名
な
る
ピ
イ
Y
傍
例
の
制
定
臥
来
抹

用
し
て
ゐ
る
曹
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
芯
C

唯
此
の
原
則
に
」
れ
ば
、
少
〈
も
形
式
上
は
一
定
金
額
以
上
に
後
行
き
れ

る
銀
行
努
総
額
は
全
部
金
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
や
、
そ
こ
で
は
著
し
(
弾
力
性
の
問
題
が
残
き
れ

7
)
:
2

・
4

;
，

.

J

1

切

f
之
k
カ
己
に
池
一
パ
h
l
』
る
カ
刻
く
‘

}
化
二
ヘ
干
D
士
山
安
す
ま

2
・品問

J
C欠
A
H
4
E
E
r
川
、
Z
D

こ
怪
つ

:o

h
-
T

ノ
イ
J
f
L
4
4
，

Z
B
I
d
-訓

告
刷

1
i
副
品
目
』
一
f
4
λ
J

‘

4

此
の
形
態
の
特
性
は
英
蘭
銀
行
が
金
以
外
の
搭
保
に
よ
っ
て
銀
行
券
営
費
行
し
得
る
黙
に
関
係
し
て
ゐ
名
。
か

の
謂
は
ゆ
る
保
謹
準
備
後
行
に
あ
た
る
金
額
が
一
九
二
八
年
十
一
月
二
十
二
日
ま
で
の
一
千
九
百
七
十
五
高
ポ
ン

ド
よ
り
増
加
し
て
二
億
六
千
高
山
市
ン
、
ド
に
蓮
し
て
ゐ
る
土
い
ふ
事
買
に
闘
し
て
は
今
こ
こ
で
は
立
入
ら
な
い
。
唯

こ
こ
で
問
題
に
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
上
掲
一
九
二
八
年
七
月
二
日
の
法
律
第
三
保
第
一
項
に
於
い
て
「
英
蘭
銀

行
は
同
行
後
行
部
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
金
貨
及
金
地
金
の
外
に
保
謹
準
備
接
行
高
を
償
ふ
に
足
る
べ
き
充
分
な

る
債
額
の
保
謹
準
備
を
義
行
部
に
保
有
す
る
こ
と
を
要
す
」
と
し
、
第
二
項
に
於
い
て
「
前
項
の
保
誼
準
備
中
に

は
五
百
五
十
寓
ポ
シ
ド
を
越
え
ゴ
る
金
額
一
に
達
す
る
ま
で
の
銀
貨
を
合
な
こ
と
を
得
」
と
規
定
し
て
ゐ
る
が
、
此

の
聞
に
於
い
て
特
に
注
目
す
べ
き
は
保
謹
準
備
後
行
の
内
容
に
開
し
て
は
、
他
の
諸
国
の
例
に
於
い
て
見
る
が
如

き
内
容
の
規
定
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
貼
は
将
来
、
英
蘭
銀
行
接
行
準
備
形
態
と
し
て
謂
は
ゆ
る
銀

行
設
を
加
味
せ
し
め
従
っ
て
優
秀
な
る
商
業
手
形
等
を
引
蛍
に
義
行
せ
ん
と
す
る
も
の
と
一
般
に
解
せ
ら
れ
つ
つ

目 K.h.chnn<I Elkin: 叩 dt.p. 455. 日本銀行調:~~J誌 E 各国俊券銀行及遁貨
関係法規其ニ英岡田部G阜諦)p. 3・



あ
る
。
此
〈
の
如
き
見
地
か
ら
す
れ
ば
現
行
英
蘭
銀
行
の
愛
行
準
備
形
態
な
る
も
の
は
著
し
く
ピ
イ
戸
健
例
そ
の

も
の
よ
り
獲
化
し
、
其
の
弾
力
性
は
頓
に
増
大
せ
る
も
の
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
が
五
百
五
十
高
ポ
ン
ド
ま

で
は
銀
貨
を
包
合
せ
し
め
得
と
い
ふ
規
定
も
此
の
意
味
に
於
い
て
認
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
の

一
九
二
五
年
十
二
月
二
十
一

日
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
銀
行
の
そ
れ
で
あ
る
。
人
寸
そ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
其
の
第
六
僚
に
於
い
て
は
「
プ
ィ
ン
ラ
ン

然
る
に
こ
こ
に
英
蘭
銀
行
の
畿
行
準
備
形
態
に
封
し
比
駿
き
る
べ
き
一
制
度
は
、

ド
銀
行
の
賛
行
す
る
銀
行
券
流
通
額
は
同
銀
行
の
金
準
備
及
外
国
の
コ

Y

レ
ス
先
に
有
す
る
確
貫
な
る
資
金
の
合

計
額
を
こ
え
て
最
高
十
二
一
億
7

Y

ク
以
上
に
及
ぷ
を
得
令
。
銀
行
券
の
流
通
額
一
か
前
項
記
載
の
資
金
線
額
を
超
過

す
る
場
合
に
ほ
左
記
の
も
の
を
以
っ
て
そ
の
保
讃
ー
と
な
す
?
嬰
す
。
郎
ち
海
外
悌
外
貨
手
形
、
外
岡
株
式
取
引
所

に
上
場
き
れ
る
外
圃
債
券
、
支
榔
期
限
到
来
せ
る
外
貨
携
車
問
券
利
札
、
外
国
銀
行
券
、
期
限
三
ヶ
月
以
内
の
内
国

手
形
に
し
て
少
〈
も
二
名
の
確
買
な
る
支
携
責
任
あ
る
も
の
こ
れ
司
で
あ
る
・
」
と
し
、
更
に
同
第
七
僚
に
於

い
て
「
金
準
備
は
金
貨
及
金
地
金
よ
り
成
り
、
銀
行
金
庫
中
に
あ
る
も
の
及
び
銀
行
の
勘
定
に
て
轍
送
中
に
あ
る

色
の
を
も
合
む
れ
金
準
備
は
ゴ
一
一
億
マ
U
F

ク
以
上
を
保
有
す
る
全
要
す
」

k
規
定
し
で
ゐ
る
。

此
の
一
見
英
蘭
銀
行
の
愛
行
準
備
規
ふ
て
に
類
似
せ
る
規
定
は
之
を
要
約
す
る
左
衣
の
如
く
な
る
。
剖
ち
ア
イ

シ
ラ
シ
ド
銀
行
は
少
〈
色
三
億
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
7

Y

グ
の
金
貨
及
金
地
金
を
保
有
す
る
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、

義
行
準
備
の
名
義
に
於
い
て
二
種
の
外
国
震
替
台
所
有
す
ぺ
く
、

一
は
外
国
コ

Y

レ
ス
先
に
於
け
る
確
定
資
産
で

あ
り
、
ニ
は
外
国
梯
手
形
、
外
国
取
引
所
に
於
い
て
上
場
さ
れ
る
外
固
有
償
謹
券
、
期
限
到
来
せ
る
利
札
、
外
岡
銀
行

中
央
銀
行
の
賛
行
準
備
に
就
い
て

第
五
披

七
九

第
三
十
七
巻

六
八
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中
央
銀
行
の
愛
行
準
備
に
就
い
て

第
三
十
七
巻

六
八

第
五
時
職

八

O

券
な
る
四
種
で
あ
る
。
此
の
二
種
の
外
国
籍
替
中
、
前
者
は
後
行
準
備
規
定
に
於
い
て
流
通
銀
行
券
額
及
一
覧
梯

要
求
額
の
合
計
額
は
金
準
備
及
在
外
確
定
資
産
の
合
計
額
を
越
ゆ
る
こ
と
を
得
中
と
す
る
規
定
中
の
在
外
確
定
資

産
に
該
嘗
す
る
も
の
で
あ
ち
、
後
者
は
、
前
通
せ
る
流
通
銀
行
券
額
及
一
覧
梯
要
求
額
が
金
準
備
総
額
及
在
外
確

定
資
産
に
謝
し
て
超
過
し
そ
の
準
備
が
期
限
三
ヶ
月
以
内
の
満
期
日
到
来
せ
る
闘
内
手
形
に
よ
っ
て
も
術
は
不
足

す
る
と
き
之
に
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
。
比
の
貼
よ
り
し
て
そ
こ
に
は
準
備
率
な
る
も
の
は
一
定
し
て
ゐ
な
い
。

、・

d
F
2
2
:
i
「

)

1

:

-

J

4

1

・

A
1
川崎司

h

二
呼
県
鎌
ヂ
江
が
淀
す
そ
と
こ
ク
七
を
日
空
G

に

一
ノ
イ
ン
ラ
ン
ド
銀
行
に
於
い
亡
は
英
蘭
銀
什
の
刈
〈
銀

行
部
な
る
も
の
存
在
せ
中
、
ま
た
宜
(
の
準
備
に
も
営
然
金
魚
替
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
〉
な
hJ
、
結
局
葉
の
銀
行
準

備
形
態
に
於
い
て
一
の
特
色
あ
る
存
在
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。

回

要

言

以
上
之
を
要
す
る
に
、
後
行
準
備
形
態
は
、
世
界
大
戦
前
の
諸
傑
件
に
於
い
て
之
を
大
戦
後
に
完
全
に
鱗
績
す
る

こ
と
を
得
?
、
或
は
過
渡
的
の
意
味
に
於
い
て
、
或
は
修

E
的
の
意
味
に
於
い
て
多
く
の
形
態
が
現
は
れ
る
に
至

っ
た
。
併
し
そ
の
何
れ
に
し
て
も
其
の
園
中
央
銀
行
の
愛
行
準
備
を
し
て
可
及
的
弾
力
性
を
増
進
せ
し
め
ん
と
す

る
の
意
園
に
あ
る
こ
と
は
己
に
屡
逃
せ
る
と
こ
ろ
に
於
い
て
明
瞭
で
あ
る
。
そ
し
て
其
等
の
聞
を
通
じ
て
我
々
は

接
行
準
備
形
態
に
闘
す
る
後
展
は
貫
際
上
何
等
理
論
的
必
然
性
に
よ
っ
た
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
ま
づ
我
々
の
枇

曾
の
賓
際
上
の
要
求
が
之
を
支
配
し
て
ゐ
る
と
考
ふ
べ
き
で
あ
る
。



今
例
へ
ば
金
魚
替
準
備
制
度
の
採
用
に
つ
い
て
見
て
も
、
そ
の
採
用
は
賞
際
上
に
於
い
て
重
大
な
る
地
位
に
あ

る
金
準
備
の
快
乏
、
金
生
産
の
不
足
、
金
潟
替
準
備
構
成
の
容
易
さ
、
就
中
外
債
に
よ
る
金
魚
替
準
備
成
立
の
便

宜
等
々
の
理
由
に
よ
る
も
の
な
る
こ
と
は
正
に
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
経
持
制
度
上
の
襲
化
が
如
何
に
我
々
の
生

活
す
る
鰹
掛
の
貫
際
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
我
々
は
深
く
こ
の
聞
係
を
省
察
す
る
必
要
が
ゐ
る
。

唯
こ
こ
に
更
に
注
意
す
べ
き
は
護
行
準
備
に
於
け
る
弾
力
性
の
要
求
は
、
戦
後
に
於
い
て
盆

z
注
目
さ
れ
る
酷

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
於
い
て
業
の
後
行
準
備
牽
な
る
も
の
は
、
そ
の
後
行
準
備
形
態
の
撞
化
に
つ
れ
て
禁
の
問
必

や
し
も
同
一
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
己
に
園
際
聯
盟
令
委
員
曾
に
よ
っ

τ後
表

さ
れ
た
「
金
に
闘
す
忍
立
法
」
な
る
好
著
が
め
る
。
私
は
た
だ
筒
軍
に
此
の
比
率
に
は
一
般
に
一
一
一

O
バ
ア
セ
Y

ト

一
二
三
:
二
分
の
一
バ
ア
セ
ン
ト
、

t
f

玉
i
F
7
セ
ン
ト
又
は
匹

czp
ア
セ
ン
ト
等
の
率
一
か
あ
り
、
大
戦
直
後
に
於
い

て
そ
が
一
般
に
高
率
を
要
求
せ
る
に
卦
し
、
其
後
に
於
い
て
失
第
に
低
恋
?
と
な
り
、
更
に
後
展
し
て
は
金
及
金
須

替
に
よ
る
義
行
準
備
中
、
業
の
一
定
率
を
ぱ
特
に
金
を
以
っ
て
規
定
す
る
と
い
ふ
が
如
き
分
化
過
程
営
と
る
に
至

た
と
い
ふ
こ
と
そ
附
記
し
て
置
き
た

h
。
若
し
夫
れ
義
行
準
備
形
態
に
閥
す
る
規
定
へ
の
一
般
的
吟
味
に
至
っ
て

は
、
更
に
稿
を
改
め
て
遁
べ
ゃ
う
。

' 中
央
銀
行
白
賛
行
準
備
に
就
い
て

第
三
十
七
血
管

第
五
時
訓

六
八

A 

S. D. N: Legislation slIr l'or Doc.. C. 373. _M. 159. 1930: IT 
たとへばfレウマユヤ園立銀行定款は金及金伶替による賛行準備空パアセ y

ト中、おパアセ Y トは金によると規定し、又は-<}レギイ圃立銀'IT及ポオヲ
ンド銀行定款は金及金魚替による，l()パアセント白雲行準備中、;JUパアセシ
トは少〈も金を以ってナるが却き之ぜある口
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